
町
芸
術
文
化
の
さ
ら
な
る
振
興
に
向
け
て
―
―

白
鷹
町
芸
術
文
化
協
会
「
新
春
の
つ
ど
い
」

　

１
月
20
日
、
パ
レ
ス
松
風
を

会
場
に
白
鷹
町
芸
術
文
化
協
会

（
伊
藤
久
志
会
長
）
の
新
春
の

つ
ど
い
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
同
協
会
の
会
員

な
ど
約
１
１
０
人
が
出
席
。
平

成
30
年
度
の
事
業
経
過
報
告
後

に
、
芸
術
文
化
の
振
興
に
寄
与

さ
れ
た
６
人
に
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
受
賞
者
を
代
表
し
、

大
貫
静
子
さ
ん
が
「
時
代
を
重

ね
て
も
活
動
で
き
る
こ
と
を
う

れ
し
く
思
う
。
こ
れ
か
ら
も
多

く
の
人
に
茶
の
湯
文
化
に
親
し

ん
で
ほ
し
い
」
と
謝
辞
。
そ
の

後
、
白
鷹
民
踊
愛
好
会
に
よ
る

祝
舞
が
披
露
さ
れ
、
続
く
交
流

会
で
は
、
会
員
同
士
が
今
後
の

活
動
や
新
年
の
抱
負
な
ど
を
語

ら
い
な
が
ら
親
交
を
深
め
ま
し

た
。賞 氏　名 加入団体名

芸術文化賞

大貫 静子さん 江戸千家荒砥会

若柳 雪成さん 白鷹若柳会

横山 知子さん 白鷹吟友会

奨励賞
岩崎 武雄さん 白鷹まんさく会

荒川 民子さん 白鷹民踊愛好会

感謝状 吉村みよ子さん 白鷹民踊愛好会

左
か
ら
吉
村
さ
ん
、
荒
川
さ
ん
、

岩
崎
さ
ん
、
大
貫
さ
ん
、
若
柳
さ
ん

　

１
月
24
日
、
深
山
の
今
牧
場

（
今
周
作
代
表
）
が
、
公
益
社

団
法
人
中
央
畜
産
会
か
ら
、「
農

場
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
」
の
認
証
を
受

け
ま
し
た
。
酪
農
分
野
（
乳
用

牛
）
で
は
、
東
北
で
３
番
目
の

取
得
と
な
り
ま
す
。

　
「
農
場
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
」
と
は
、

畜
産
農
場
に
お
け
る
原
料
の
入

荷
か
ら
製
造
・
出
荷
ま
で
の
全

工
程
で
、
危
害
を
防
止
す
る
た

め
の
管
理
ポ
イ
ン
ト
を
設
定

し
、
継
続
的
に
監
視
・
記
録
を

行
う
こ
と
で
、
不
良
製
品
の
出

荷
を
未
然
に
防
ぐ
衛
生
管
理
向

上
の
た
め
の
手
法
で
す
。

　

ま
た
、
今
牧
場
で
は
、
搾
乳

ロ
ボ
ッ
ト
や
自
動
給
餌
機
の
導

入
な
ど
、
先
進
的
な
事
例
に
積

極
的
に
取
組
ん
で
い
る
ほ
か
、

各
種
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
に
試
作

チ
ー
ズ
を
出
展
し
、
商
品
化
を

目
指
し
て
い
ま
す
。今
代
表
は
、

「
今
後
は
こ
の
認
証
を
強
み
に

生
か
し
、
６
次
産
業
化
の
取
組

み
で
あ
る
チ
ー
ズ
の
商
品
化
を

実
現
さ
せ
た
い
」
と
力
強
く
語

り
ま
し
た
。

食
の
安
全
・
安
心
の
取
組
み
を
〝
強
み
〞
に

今
牧
場
が
「
農
場
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
」
の
認
証
を
取
得

認
証
書
を
手
に
す
る
今
代
表

　

文
化
財
防
火
デ
ー
（
１
月
26

日
）
に
合
わ
せ
、
国
指
定
文
化

財
の
観
音
寺
観
音
堂
で
観
音
堂

自
衛
消
防
隊
総
合
訓
練
、
県
指

定
文
化
財
の
鮎
貝
八
幡
宮
で
防

火
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
月
27
日
に
行
わ
れ
た
観
音

堂
自
衛
消
防
隊
総
合
訓
練
に

は
、
同
消
防
隊
や
消
防
白
鷹
分

署
な
ど
か
ら
約
30
人
が
参
加
。

１
１
９
番
へ
の
通
報
か
ら
放
水

ま
で
迅
速
に
行
わ
れ
、
万
一
の

備
え
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

文
化
財
防
火
デ
ー
は
、
昭
和

24
年
１
月
26
日
に
法
隆
寺
の
金

堂
が
炎
上
し
、
壁
画
が
焼
損
し

た
こ
と
に
基
づ
き
、
昭
和
30
年

に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
宝
を
地
域
で
守
る
―
―

文
化
財
防
火
デ
ー
に
合
わ
せ
消
防
訓
練

観音寺観音堂の前で放水作業にあたる参加者
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環
境
へ
の
意
識
を
共
有
し
よ
う
！

し
ら
た
か
環
境
フ
ェ
ア
を
初
開
催

ピ
カ
ピ
カ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
に
心
ワ
ク
ワ
ク

新
入
学
児
童
へ
ラ
ン
ド
セ
ル
を
贈
呈

　

町
内
４
小
学
校
の
新
入
学
児

童
へ
の
ラ
ン
ド
セ
ル
贈
呈
事
業

が
１
月
23
日
と
２
月
１
日
、
各

小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
在
住
の
児
童
の
新
入
学

を
祝
う
と
と
も
に
、
保
護
者
の

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
当
事
業
。
ラ
ン

ド
セ
ル
は
、
町
内
の
か
ば
ん
製

造
業
㈲
ら
ん
ど
ー
る
山
形
（
今

野
義
雄
社
長
）
で
製
造
さ
れ
た

も
の
で
、
３
年
目
と
な
る
今
年

度
は
、
対
象
者
１
１
３
人
の
う

ち
申
請
の
あ
っ
た
１
０
９
人
に

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
贈
呈
式
に

お
い
て
、
佐
藤
町
長
か
ら
「
春

か
ら
元
気
に
登
校
し
て
く
だ
さ

い
」
と
ラ
ン
ド
セ
ル
を
手
渡
さ

れ
た
新
入
学
児
童
た
ち
。
４
月

か
ら
東
根
小
学
校
に
通
う
小
形

颯
真
く
ん
は
「
紺
色
の
ラ
ン
ド

セ
ル
を
も
ら
え
て
う
れ
し
い
。

小
学
校
で
は
勉
強
を
が
ん
ば
り

た
い
」と
目
を
輝
か
せ
ま
し
た
。

　

弁
当
の
日
は
、
子
ど
も
が
自

分
で
お
弁
当
を
作
っ
て
登
校
す

る
と
い
う
取
組
み
で
、
町
内
で

は
東
根
小
学
校
と
蚕
桑
小
学
校

に
お
い
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
母
親
委
員

会
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
毎
年

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
の
栄
養
士
に
よ
る
事
前
実

習
を
経
て
、
献
立
作
り
か
ら
食

材
の
調
達
、
調
理
、
片
付
け
ま

で
を
自
ら
の
力
で
行
な
っ
た
児

童
た
ち
。
毎
日
食
事
を
作
っ
て

く
れ
る
家
族
や
、
食
材
生
産
者

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
が
こ
も
っ

た
弁
当
を
見
せ
合
い
、
手
作
り

の
味
を
か
み
し
め
ま
し
た
。

弁
当
作
り
で〝
生
き
る
力
〞と〝
感
謝
の
心
〞を
育
む

東
根
小
学
校
と
蚕
桑
小
学
校
で
「
弁
当
の
日
」

１_風呂敷のさまざまな

活用法を学んだワーク

ショップ　２_壊れたお

もちゃを直す「やまがた

おもちゃ病院」のしらた

か往診　３_木工スペー

スにおいて、木を組み合

わせてイスを作る参加者

　

白
鷹
町
美
し
い
郷
づ
く
り
推

進
会
議
（
熊
坂
勝
則
会
長
）
の

主
催
に
よ
る
「
し
ら
た
か
環
境

フ
ェ
ア
」が
１
月
26
日
、あ
ゆ
ー

む
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

環
境
へ
の
意
識
付
け
や
、
よ

り
良
い
環
境
を
つ
く
る
た
め
の

き
っ
か
け
づ
く
り
、
環
境
保
全

の
た
め
の
情
報
発
信
の
機
会
と

し
て
企
画
さ
れ
た
当
イ
ベ
ン

ト
。
当
日
は
、
ご
み
の
減
量
や

町
産
木
材
の
活
用
な
ど
、
町
内

外
で
環
境
保
全
に
関
す
る
活
動

に
取
組
む
個
人
・
団
体
が
集
ま

り
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
展
示
、

エ
コ
製
品
の
販
売
、
映
画
上
映

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。見
て
・

聞
い
て
・
触
れ
て
、
環
境
へ
の

意
識
を
共
有
し
合
っ
た
参
加

者
。
今
年
度
が
初
開
催
と
な
っ

た
当
イ
ベ
ン
ト
は
、
今
後
も
継

続
し
て
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
、

佐
藤
町
長
か
ら
ラ
ン
ド
セ
ル
を
受

け
取
る
新
入
学
児
童

１

３ ２

児童たちが工夫を凝らした

手作りのお弁当
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